
２０１８年  ３月  １１日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②        ③石井師 

賛  美  聖歌 397 番 &  ～主イエスの十字架の血で～ 

パウロの祈り① 

聖  書  ①マルコによる福音書10章32～34節                                                                             

      ②使徒行伝９章31～35節 

特別賛美  ガリラヤバンド 

メッセージ  ①「仕える者の宿命」    大川従道牧師                                                                                                                               

      ②｢イエス様を持ち運んだペテロたち｣石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエス神の愛」 

献  金  聖歌229番「Amazing Grace」 

祝  祷               〔献金：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「The Family Song」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後 1 時～、執事会を行います。来週の信徒懇談会について。 

２.今週の祈祷会:①早天祈会/月曜朝６時。②木曜朝 10 時半,夜 7 時半,故ビ

リー･グラハム博士のメッセージ(大和祈祷会映像)。③準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週の日曜第二礼拝直後、「信徒懇談会」を行います。ご参加ください。 

 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/１１～/１８〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
申命記 

１４－１６章 
１７－ 
１９章 

２０－ 
２２章 

２３－ 
２５章 

２６・ 
２７章 

２８章 
２９・ 
３０章 

３１・ 
３２章 

新約 
マルコ１３： 
１４－３７ 

１４：１ 
－２５ 

１４：２６ 
－５０ 

１５：１ 
－２６ 

１５：２７ 
－４７ 

１６章 
ルカ１： 
１－２３ 

１：２４ 
－５６ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

３/22(木):WOGA(10 時半･信州ハム販売) 25(日):聖歌隊 26(月):長野家庭集会 

 



  
 
 
 
 
 
  
「そうです。これが、この時代の終わりの前兆なのです。天地は消え去りますが、
わたしのことばは永遠に残ります。しかしだれも、天の使いも、わたし自身でさえ
も、その日、その時がいつかは知りません。ただ、父なる神だけが知っておられま
す。だから、いつ終わりが来ても困らないように、わたしの帰りを目を覚まして待
っていなさい。」マルコによる福音書13章30～33節〔リビングバイブル〕 

 

本日3月11日は、7年前に東日本を襲った大震災の記念の日となります。 

先週木曜日午後に行われた家庭集会の中で、来られた兄弟姉妹と共に一つの映像を

観て学びを致しました。以前に日本国際飢餓対策機構で働いておられ、現在は「声なき

者の友の輪」という働きをしておられる、神田英輔先生のメッセージをお聞きしました。 

その中で、先生は、３．１１の大震災を神様から私たちへのメッセージであると受け止めら

れ、偶像崇拝の罪の悔い改めとしてのメッセージとして受け止められ、それを三つにまとめて

語られていました。一つ目は、「経済至上主義」という偶像崇拝についての悔い改め。これ

は、旧約時代の異教の神であり、豊穣の神であるバアル神への偶像崇拝と同じ。二つ目は、

「科学万能主義」という偶像崇拝についての悔い改め。今の時代は、旧約時代のバベルの

塔を建てた時と同じような状況。人間のテクノロジーで出来ないことはないというようなおごり

に対する悔い改め。原発の問題はまさにその世界を突き付けられた。三つ目は、「権威への

無批判的信頼」という偶像崇拝についての悔い改め。いじめや抑圧という形でやってくる。権

威に対して“盲従”するのは危険な世界。これは、日光東照宮の“見ざる聞かざる言わざ

る”の文化を作り上げた江戸時代から継承してきてしまっているもの。これが現在の日本の

閉鎖的社会を作り上げている。しかし、現在のクローバル化した社会の中では通用しなくな

ってきていることに気がついていない。 

イエス様がなさったことも、世界の変革と共に、人々の心の中にこびり付いた人間的な偏

見と、頑固さを取り除くことでした。初代教会を建て上げていった弟子たちは革新的でした。

イエス様ご自身が働かれたように次々に偉大な主の奇蹟を表していきました。しかし、そのキ

リスト教も次第に命を失っていきました。その度に、神様は、教会の中に変革をもたらしてき

ました。今から５００年前の宗教改革も同様だったでしょう。 

大きな震災にあった日本、73年前まで考えられないような戦闘状態にあった日本。その

都度、人々の心、教会は作り変えられていきました。“悔い改め”は大切な世界です。 

「イエス様を持ち運んだペテロたち」 
～主の言葉に応答する～ 


